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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第74期

第１四半期
連結累計期間

会計期間
自2022年７月１日
至2022年９月30日

売上高 (千円) 3,167,882

経常利益 (千円) 64,160

親会社株主に帰属する
四半期純利益

(千円) 42,294

四半期包括利益 (千円) 53,252

純資産額 (千円) 6,984,673

総資産額 (千円) 13,853,734

１株当たり四半期純利益 (円) 8.46

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) －

自己資本比率 (％) 50.4

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの第７波の感染再拡大があったものの、

行動制限の緩和により経済活動の正常化が進み、景気は緩やかな回復基調となりました。その一方で、ロシアのウ

クライナ侵攻による資源・エネルギー価格の高騰や急速な円安の進行による原材料価格の上昇により、景気は依然

として先行き不透明な状況が続いております。

印刷業界におきましては、情報媒体のデジタルシフトにより紙媒体の需要縮小が継続しており、競争激化による

受注価格下落が長期化し、厳しい経営環境が続いております。

こうした環境下にあって当社グループは、「発想から発送までのワンストップソリューション」をクロスメディ

アプロモーションで実現し、プリントメディアからデジタルメディアまでの領域をワンストップで提供するビジネ

スモデルを推進し、事業構造改革を進めております。

商品分野別の業績の概況は次のとおりであります。

パッケージング分野の売上高は、生活スタイルの変化を背景とした幅広いパッケージ需要の増加や、中国の堅調

な景気により、20億31百万円となりました。

コミュニケーション分野の売上高は、行動制限の緩和から経済活動の正常化に向けた動きが進んだことにより、

11億36百万円となりました。

以上の結果、売上高31億67百万円、営業利益58百万円、経常利益64百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益

42百万円となりました。

（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産額は、138億53百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億８百万円増加

しました。その内訳と増減要因については、次のとおりであります。

(資産)

流動資産は59億50百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億55百万円増加しました。これは主に、現金及び

預金の増加70百万円、受取手形及び売掛金の増加１億46百万円、仕掛品の増加１億31百万円によるものでありま

す。

固定資産は79億３百万円となり、前連結会計年度末に比べ46百万円減少しました。これは主に、投資有価証券

の減少34百万円によるものであります。

(負債)

流動負債は53億１百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億82百万円増加しました。これは主に、前受金の

増加４億42百万円、支払手形及び買掛金の増加２億28百万円、短期借入金の増加２億50百万円、未払法人税等の

減少95百万円によるものであります。

固定負債は15億67百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億２百万円減少しました。これは主に、長期前受

金の減少４億17百万円、長期借入金の減少56百万円によるものであります。

(純資産)

純資産は69億84百万円となり、前連結会計年度末に比べ28百万円増加しました。これは主に、親会社株主に帰

属する四半期純利益42百万円の計上が、剰余金の配当24百万円を上回ったこと、および為替換算調整勘定の増加

40百万円、その他有価証券評価差額金の減少29百万円によるものであります。

　 （３）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間における当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題についての重要
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な変更、または、新たに生じた優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題はありません。

（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間において、該当事項はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年５月18日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,185,000 6,185,000 非上場 ―

計 6,185,000 6,185,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年９月30日 ― 6,185,000 ― 309,250 ― 16,000

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2022年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 1,187,986
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,997,014 4,997,014 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 6,185,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,997,014 ―

② 【自己株式等】

2022年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
笹徳印刷株式会社

愛知県豊明市栄町大脇７番
地

1,187,986 ― 1,187,986 19.21

計 ― 1,187,986 ― 1,187,986 19.21
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２ 【役員の状況】

前事業年度の定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第204条第６項及び株式会社名古屋証券取引所の有価証券上場

規程第204条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に準じて、第１四半期連結会計期間

(2022年７月１日から2022年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2022年７月１日から2022年９月30日まで)に

係る四半期連結財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,607,409

受取手形及び売掛金 2,196,002

電子記録債権 1,036,841

商品及び製品 442,178

仕掛品 430,250

原材料及び貯蔵品 163,872

その他 77,395

貸倒引当金 △3,760

流動資産合計 5,950,190

固定資産

有形固定資産

　 建物及び構築物(純額) 2,157,069

　 機械装置及び運搬具(純額) 304,794

　 土地 2,241,831

　 その他(純額) 72,930

　 有形固定資産合計 4,776,626

無形固定資産 55,963

投資その他の資産

　 投資有価証券 2,728,208

　 その他 360,347

　 貸倒引当金 △17,602

　 投資その他の資産合計 3,070,953

固定資産合計 7,903,543

資産合計 13,853,734
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 896,999

　 電子記録債務 2,285,616

短期借入金 750,000

　 1年内返済予定の長期借入金 311,686

未払法人税等 41,248

賞与引当金 152,087

その他 863,507

流動負債合計 5,301,143

固定負債

長期借入金 642,119

　 繰延税金負債 571,202

役員退職慰労引当金 96,477

その他 258,118

固定負債合計 1,567,916

負債合計 6,869,060

純資産の部

株主資本

資本金 309,250

資本剰余金 16,000

利益剰余金 5,401,041

自己株式 △358,830

株主資本合計 5,367,461

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,342,689

　 為替換算調整勘定 274,523

その他の包括利益累計額合計 1,617,212

純資産合計 6,984,673

負債純資産合計 13,853,734
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
至 2022年９月30日)

　売上高 3,167,882

　売上原価 2,558,805

　売上総利益 609,077

　販売費及び一般管理費 550,094

　営業利益 58,982

　営業外収益

　 受取利息 1,519

　 受取配当金 1,640

　 受取賃貸料 7,914

　 その他 1,613

　 営業外収益合計 12,688

　営業外費用

　 支払利息 1,518

　 為替差損 4,913

　 その他 1,078

　 営業外費用合計 7,511

　経常利益 64,160

　特別損失

　 固定資産除却損 200

災害による損失 4,569

　 特別損失合計 4,769

　税金等調整前四半期純利益 59,390

　法人税、住民税及び事業税 45,690

　法人税等調整額 △28,594

　法人税等合計 17,095

　四半期純利益 42,294

　親会社株主に帰属する四半期純利益 42,294
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
至 2022年９月30日)

　四半期純利益 42,294

　その他の包括利益

　 その他有価証券評価差額金 △29,475

　 為替換算調整勘定 40,433

　 その他の包括利益合計 10,957

　四半期包括利益 53,252

　 (内訳)

　 親会社株主に係る四半期包括利益 53,252
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
至 2022年９月30日)

減価償却費 58,657千円

(株主資本等関係)

当第１四半期連結累計期間(自 2022年７月１日　至 2022年９月30日)

１ 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年9月29日
定時株主総会

普通株式 24,985 5.00 2022年6月30日 2022年9月30日 利益剰余金

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 2022年７月１日　至 2022年９月30日)

当社グループは、印刷事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日　
至 2022年９月30日)

パッケージング分野 2,031,530

コミュニケーション分野 1,136,352

顧客との契約から生じる収益 3,167,882

外部顧客への売上高 3,167,882
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
至 2022年９月30日)

１株当たり四半期純利益 ８円46銭

(算定上の基礎)

　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 42,294

　普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

42,294

　普通株式の期中平均株式数(株) 4,997,014

(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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